








要約:和歌山市における 1歳 6か月健診(1.6 健診)後の cohort study の結果,次の 2点が明

らかになった.①精神発達上,重度の障害を持つものは 1歳 6か月以前に何らかの形で医療

機関を受診しており,従って 1.6 健診においてチェックされるのはほとんどが境界域であ

った.②保健所における経過観察中の療育により,1 歳 6 ヵ月時点で境界域以上と判定ざれ

た児に関してはある程度の精神発達をみるが,精神発達遅滞と判定されたものの精神発達

は認められなかった.ただし,精神発達障害児の療育を阻害する問題行動や母子関係不安に

ついては,改善をみる例が多く,.この点に関して保健所における療育を評価することがで

きた。また,現在和歌山市では障害に係わる各機関の療育が質・量ともに不足しており,良

好な連携も取れていなかった.この結果,障害児に対応するシステムが有効に作動せず,保

育者の多くが療育担当機関に対して不満感を有していた. 


